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議 長 皆さんにお諮りしたいと思います。

休憩なしで、次いきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

はい、それではそのようにさせていただきます。

々 これより、石川議員の一般質問を行います。７番石川議員。

（午前１１時３１分）

７番 ７番石川でございます。どうぞよろしくお願いをいたします。先ほど来あ

石川議員 りますように、今年の夏は殊のほか暑くという言葉では言い表せないほどの

災害級の熱波に見舞われました。来年度以降の夏も、この状態が続くと考え

ると、本当に地球規模で温暖化問題をもっともっと真剣に考えていかなくて

はいけない、待ったなしの時期に来ているというふうに感じました。そのよ

うな中にあって、小学生から高校生までの児童生徒さんは、文化系・体育系

を問わず、非常に頑張っておられるというふうに感じております。その象徴

的な存在の一つが、島根中央高校のカヌー部であろうというふうに思います。

８月６日から九州、大分で開催されました、全国高等学校総合体育大会いわ

ゆるインターハイにおいても、大活躍をみせられました。男子カヤックフォ

ア２００メートルと５００メートルの２種目で優勝の快挙。男子カヤックペ

ア２００メートルと５００メートルで準優勝。そして女子カヤックフォア２

００メートルで準優勝と圧倒的な力を見せ水面に輝きました。また、３年生

に続く若い力も着実に育ってきております。カヌー競技で最も力と技術を必

要とするカナディアンでは、２年生の女子選手が５００メートル５位、２０

０メートルでは８位に入賞され、島根中央高校の名をまた川本町の名を全国

にとどろかせてくれました。堀田監督をはじめ、関係者の皆様に敬意を表し

たいと思います。先週の月曜日、私は島根中央高校の高校３年生の自分計画

書の発表会に行ってまいりまして傍聴してまいりました。５人の生徒さんが

発表されたわけですが、勉強の知識だけではなく、生活面もしっかり指導で

きる高校教員になって川本に帰ってくるとか、川本を拠点にアートディレク

ターとして、地域社会に貢献していきたいといったような発表が続きました。

私が漠然と思っていた高校生とは違い、そこにはより深い知識を蓄えた未来

に向かって真っすぐ進んでいく姿がありました。私は、このような若い力を

しっかりと応援してあげたいというふうに、改めて感じました。

それでは少し長くなりましたが、１項目めの質問に移ります。

質問の要旨、1、「女子硬式野球クラブについて問う」。女子硬式野球クラ

ブをつくり上げていくことは、若い女性の定住に苦慮している多くの自治体

に一石を投じる事案になるものと考えます。今後、２０５０年までに７４４

の自治体で、２０代から３０代の女性が半減し、最終的には自治体が消滅す

る可能性があるとも言われております。そうしたことを踏まえ、若い女性が
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７番 行き交う町、若い女性が行き交う町を女子硬式野球クラブを通して実現して

石川議員 いけたらというふうに考えます。そこで、本町に創設する女子硬式野球クラ

ブに、競技の面から期待することをまず伺います。そして、このチームに、

まちづくり、まちづくりという観点から、どのような役割を担ってほしいと

考えているのかもお伺いします。以上です。

議 長 それでは、石川議員の質問「女子硬式野球クラブについて問う」に対する

答弁を求めます。番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま 石川議員ご質問の「女子硬式野球クラブについて問う」にお答えします。

ちづくり推 本事業につきましては、議会からご提案、ご意見をちょうだいした、全日

進課長 本女子野球連盟の女子野球タウン認定によるタウンプロモーションの強化、

地域おこし協力隊制度を活用した新たな人流の創出、さらには若年層のライ

フスタイルへの価値観の多様化などを構想の骨格としており、昨年９月の定

例会、１０月に開催された活性化対策特別委員会において、地域創生の契機

とするチャレンジングな取り組みとして提案し、今年度より女子野球でつな

がるプロジェクトとして始動しているところです。今年度に入り４月に、大

田市出身で高校時代には春の選抜高校野球大会に出場し、卒業後はプロ野球

に１１年間在籍され、その後、独立リーグなどの指導者時代には、プロ野球

選手を輩出するなど、指導力に定評のある森山一人氏に監督に就任いただき

ました。６月にはチーム名を公募したところ、約１か月間で全国から４２２

の応募があり、審査の結果「島根フィルティーズ」に決定し、先のええなぁ

まつりかわもとのステージで発表したところです。選手の招致については、

森山監督が中心となり、全国の高校や大学への訪問、各大会への視察やＰＲ

ブースの設置などにより、チームの認知度向上と選手へのＰＲを多方面で進

めているところです。今後、チームロゴやユニフォームの検討などを進め、

チームイメージを具体化することで、選手やスポンサー企業の確保につなげ

ていきたいと考えています。また、この秋を目途に、現在進めている全日本

女子野球連盟からの女子野球タウンの認定を呼び込んでまいります。

それでは、ご質問の１項目め「女子野球クラブに、競技面から期待するこ

と」についてです。チームが主に出場予定する大会は、毎年８月に開催され

る全日本女子野球連盟主催の全日本女子硬式クラブ野球選手権、また５月か

ら１２月で開催される中四国女子野球連盟主催のルビーリーグなどが主なも

のとなります。全日本女子硬式クラブ野球選手権は、全国のクラブチームが

出場し、ジャイアンツやタイガース、ライオンズといったＮＰＢの女子野球

チームも参加する注目度のある大会であり、川本や島根の名前を全国にＰＲ

する機会として戦ってくれることを期待いたします。ルビーリーグは、中四

国にある高校生、大学生、クラブチームが前年までの成績により３部に分か

れ、リーグ戦方式により競うもので、島根中央高校女子硬式野球部も参加し

ているリーグです。町民の皆様にも直接応援いただける機会ともなる、川本
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番外伊藤ま 町民球場でも開催されるこのリーグには３部からの参戦となりますが、段階

ちづくり推 を踏んで力をつけながら、１部リーグへの昇格を期待いたします。なお、女

進課長 子野球の競技人口は年々増加しており、中学校、高校、大学の女子野球チー

ムやクラブチームも増えており、多くの才能ある選手たちが育っております。

前日の選手権やリーグ戦などのほか、野球教室などのイベントの開催、他地

域との交流、ＳＮＳによる情報発信などによって、女子野球の魅力が伝わる

ことで、より注目度が増していくことや、応援していただける方々や団体、

県内外の学校などとの連携を創出するなどし、地域に根差したスポーツ活動

に発展していくことを大いに期待しています。

次に、ご質問の２項目め「このチームに、まちづくりという観点から、ど

のような役割を担ってほしいと考えているのか」についてです。

まずは、冒頭お話ししました、女子野球でつながるプロジェクトの起点と

して、本町の人口構成上少ない若年層を滞在人口として受け入れる新たな人

の流れづくり。次に、町内外の団体、事業者の参画や連携の可能性。スポン

サーや、企業版ふるさと納税の募集。各種補助金の活用などによる経済循環

の促進。そして、本町の楽しさや魅力を、野球や交流イベント、ＳＮＳなど

を通じてＰＲする新たな視点の情報発信、これらの役割を担うことを期待し、

地域創生の契機となる取り組みにつなげたいと考えております。

議 長 ７番石川議員。

７番 それではまず、副町長にお伺いします。先ほど、まちづくりの観点からの

石川議員 答弁もいただきましたが、副町長は硬式野球クラブの女子選手が、またチー

ムがどのような良い効果を川本町に与えてくれると考えておられるのか、そ

こをまずお伺いしたいというふうに思います。

議 長 番外藤田副町長。

番外 ご質問のチーム、また選手が、本町に及ぼす良い影響と良い効果というこ

藤田副町長 とでお答えをします。先ほど、伊藤課長の答弁と重なる部分もございますけ

ども、このプロジェクトによりまして、新しい人の流れをつくって、滞在人

口拡大をして、この野球によって本町をＰＲすることと、また同時にですね、

この地域の担い手になっていただいて、そのことによって、地域が活性化し

ていくというような効果を期待しておるところでございます。具体的に申し

ますとですね、この人手不足の折、様々な地域活動に参加していただいて、

その活動を担っていただくということですとか、町内の事業所に勤務してい

ただいて、その事業活動を維持していただいたり拡大していくというような

ことですとか、場合によってはですね、新しい事業が創出されるようなこと

もあるのじゃないかなというふうに思います。町内にはなかった例えば新し

いアイデアだとか技術、そういったものをお持ちの方がもしおられるんであ
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番外 ればですね、そういったものを活かした活躍ということも期待したいという

藤田副町長 ふうに思ってます。その他にはですね、チームの運営によって出てきますそ

の経済活動、そういうものによる波及効果ですとか、あとは選手個人の消費

活動に伴います波及効果、またあと規模は限られますけども、人口増に伴う

財政上の効果もあるのではないかなというふうに思っております。そうした

期待する効果がですね、形になるためには、まずはしっかり野球をしていた

だく環境を整備することが大事でございますし、選手個人に対してはですね、

魅力のある活躍の場を、どう提示できるかどうかということがポイントだと

思いますので、一般社団法人のかわもと暮らしを中心にしてですね、そうし

た仕組みづくりとともに、町内各所からのご提案、連携そういったものを期

待しておるところでございます。選手には野球をしながら、いろんな活動に

参加していただいて、将来的にこの川本の町に愛着を持っていただいて、定

住していただけるような希望を抱いていただけるように取り組んでいきたい

と考えております。以上です。

議 長 ７番石川議員。

７番 ありがとうございました。私も副町長と大体同じような考えを持っており

石川議員 ます。一つ一つ丁寧にですね、課題を解決して前に進んでいけたらというふ

うに、担当の方と一緒にですね、頑張ってまいりたいというふうに思ってお

ります。昨年度末ですね、執行部は、ちょっと繰り返しになりますが女子硬

式野球クラブを川本町につくり上げていくということを発表されました。町

民もですね、敏感に反応いたしましてですね、概して好意的に受け止めたと

いうような感想を持っております。これは５年前にですね、山陰地方初の女

子硬式、高校の女子硬式野球部ですね、島根中央高校に創設してですね、本

町には明るい話題を提供していると、このことがですね大きく影響している

んじゃないかというふうに感じております。冒頭答弁にはありましたが、監

督も元邇摩高校の甲子園出場経験者で、元プロ野球選手の森山一人氏、５０

歳に決定をいたしておりますし、チーム名も夏まつりに「島根フィルティー

ズ」ということで発表されました。そして選手の受入れ先もですね、一般社

団法人かわもと暮らしということが決定をいたしております。ここまではで

すね、一応順調に外堀が埋まってきているわけですが、詳細については大部

分がこれからということですので、町民の皆さんがですね知りたい事柄、ま

たいろいろと心配されていることもあろうかと思いますので、その辺、私の

考えも入れながらですね、順次聞いていきたいというふうに思います。まず

ですね、運営費についてはお伺いをしますけども、８月２６日のですね、議

会運営委員会でも出ましたが、女子硬式野球クラブの運営、また初期投資等

に関わる予算については、一般財源は使わないということで、議会と合意し

てスタートしたというはずでございますが、移住定住推進プロジェクト補助

金等でですね、まだありますけども少し曖昧になってきておりますが、今一
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７番 度その辺の考え方を、課長にお伺いをしておきます。

石川議員

議 長 番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま 運営費の考え方でございます。運営費のほうは、地域おこし協力隊の募集

ちづくり推 経費、また活動費に充てられる特別交付税、また、国・県の補助金、本プロ

進課長 ジェクトに対するふるさと納税、スポンサーからの寄附などを基本的に想定

をしております。先ほどありました今回の補正予算に計上させていただいた

ものなどは、島根県の補助を活用させていただきますが、その補助率が２分

の１でございまして、事業主負担の２分の１を捻出するものですが、今回は

まだスポンサーとの支援も受けておりませんので、ふるさと納税を活用させ

ていただきたいとそういった提案をさせていただいたところでございます。

運営費の大きな方向性としましては、先ほど述べました特別交付税等の財源

を基本的な考え方として運営をしていく予定としております。今回のように、

補助金の自己財源部分であったり過疎債の実質町負担部分や一般財源につき

ましては、町への波及効果、さらには投資の必要なタイミング、特にですね

人材の循環でありますとか、人の育成、人への投資、また町内への経済還元

の様々な効果を考慮した上でですね、一般財源等の支出に対して特に注視し

ながら、必要なタイミングでまた議会のほうに相談をさせていただきたいと

考えております。

議 長 ７番石川議員。

７番 今基本的な財源については、議会のほうに早め早めに相談をかけるという

石川議員 ことでございますので、その辺はきちっとですね、やはりお互いの信頼関係

もございますので、言っていただいて協議をするというスタイルでいきたい

というふうに思います。それと運営費の財源につきましては、これ地域おこ

し協力隊の国から支給される、今５００万ぐらいになっているんですかね、

これを幾らかを充てるということでもよろしいかと思いますけども、年間の

運営費総額でどのぐらい想定されているのかということをちょっとお聞きを

していきたいというふうに思います。活動が比較的似ている高校女子硬式野

球クラブと、これとちょっと野球部と比較してみたいと思うんですが、高校

の関係者の話によりますとですね、平成４年度の経費がですね約８５０万、

そのうち高校からの公的といいますかその財源が１５０万前後。したがって

ですね、高校の場合は保護者が負担するということになろうかと思いますが、

この負担額が７００万ぐらいというふうになっておるというようなことを聞

いております。それで高校の年間のスケジュールですけれども、これは皆さ

んご存知だと思いますけども、春にですね埼玉県でまず新人戦が行われます。

これ全国規模ですね。これは決勝戦が東京ドームで行われるやつです。それ

から夏にはですね、いわゆる甲子園に直結をしております大会が、夏の大会
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７番 が京都の丹波市、それと兵庫の淡路市、淡路市ですね、淡路島。今２会場に

石川議員 なっております。決勝は丹波のほうで行われ、決勝といいますか、準決勝ぐ

らいからは丹波のほうへ移動して行われるという大会でございます。それか

ら、岐阜県で８月にユース大会というのがあります。これは新人戦になるん

ですけども、この３つがですね、大きな全国大会の大会ということになろう

かと思います。そしてまた年間を通じてはルビーリーグというところに所属

をしております。これは中四国を中心にやっておる大会ですけども、それと

練習試合、これご存知のように島根県には島根・鳥取にはありませんので、

兵庫に行ったり岡山に行ったりですね、四国に行ったりと、かなり広範囲に

歩いているということを聞いております。これが高校の主な活動ですけども、

今度できる女子硬式野球クラブもですね、大体同じような感じになるんじゃ

ないかと思うんですけども、課長のほうで把握されてるね、そういう、どの

リーグへどの大会へ出るとかですね、どういうリーグに所属するとかそうい

うのがありましたらちょっと聞かしておいていただきたいと。それで財源が

ですね、どのぐらいで賄えるというふうに踏んでおられるのか、今後のこと

もございますので、そういうことをちょっとお聞きをしたいというふうに思

います。

議 長 番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま 失礼します。まず、大会出場する予定の大会でございます。議員のほう、

ちづくり推 かなり情報収集をいただいておりまして、実は女子の場合は高校と重なる部

進課長 分も多くございます。先ほど冒頭にお話ししましたように、主なものはです

ね、８月にあります全日本女子硬式、これは千葉の方でございます。これに、

年によってちょっと違うんですが、ベスト４あたりに入りますと、さらに１

０月のところで、全日本選手権、これが愛媛の方で、もちろん勝ち上がって

のことですけども、これはですね高校・大学・クラブチームの上位チームが

一堂に会するという大会になります。力がつけばそういったところにも出て

いけることになると思います。それからもう一つが、通年通してシーズン中

行われます中四国ルビーリーグ、これも中央高校の例を出していただきまし

たけども、同じように中国・四国を転戦するというものでございます。それ

から、春一番では子規記念杯、これは愛媛、これも島根中央高校も出ており

ますが、こういった大会に出ていく。それから１１月に、これも島根中央高

校も出ておりますが、西日本女子硬式野球、これは広島の方で開催されると

いうことでございます。クラブチームの大会と高校の大会、高校選手権とは

違いますがそれ以外はほぼ同じような大会に出場することが可能であるとい

うことでございます。これらの経費、運営費を大体どれぐらい見込んでいる

かということでございましたが、全ての大会に出る、また１回戦で勝つのと

ですね、３回戦まで残るのでは滞在期間がかなり違って大きく違いますが、

上位進出をした経費を見込んで、かつですね選手の人数によっても変わって
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番外伊藤ま きますけども２０人が揃った段階、何年か後の２０人が揃った段階で、全て

ちづくり推 の大会に島根中央高校が出ているような大会に全て出たと想定すると、約９

進課長 ００万程度を見込んでおり、先ほど石川議員がおっしゃられました８５０万、

島根中央高校の話がございましたが、やはりほぼ同じような金額を想定して

いるところでございます。

議 長 ７番石川議員。

７番 スポンサー企業の話も、また後から出しますけども、運営費でいきつくこ

石川議員 とがないように、余裕を持って計画を立てていただきたいというふうに思い

ます。次に移らせていただきます。選手募集についてでございます。まだ未

稼働のチームのためですね、できる限り早い段階での具体化が必要と考えま

す。平成（正：令和）７年度の４月からチームが活動していくというスケジ

ュール感からいきますと、この９月から年末にかけて特にしっかりとした募

集活動が必要不可欠と考えますが、その対応についてまずお伺いをします。

しかしながらですね、私もですね、この募集活動が全く順調にスムーズに進

んでいくとは、正直思っておりません。いろいろと他の新設クラブチームの

様子を聞く機会がありましたので、聞いてみたわけですが、本当に苦労され

ていると、いちからスタートでございますので、そうした中で初年度はです

ね、チーム編成ができるところは稀であるというような話をお聞きをしてお

ります。そこで非常に心配しとるわけですけども、今現在どのような段階に

あるのか、その辺をですね、分かる範囲内でお伺いしたいというふうに思い

ます。

議 長 番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま 選手募集の状況でございます。選手募集の方は、森山監督を中心に指導者

ちづくり推 や関係者などのネットワークをですね介しまして、全国の女子硬式野球部が

進課長 ある高校や大学への訪問、またチームづくりチームが出来ますというような

お手紙、手紙を送ったり、またですね各大会、先ほど出てきたような大会へ

視察しＰＲブースを設置するなど、チームの認知度の向上と選手へのＰＲを

多方面で進めているというところであります。具体的に言うと今年に関して

は１２人程度をですね目指して、かつですね監督の意向というか戦略的なと

ころもあって、ポジションもですね、かなりこうそれぞれに分けながらター

ゲットを絞った、ターゲットというか選手の特性を絞っての募集活動を現在

進めているところでございます。議員の想定のとおり９月以降はですね、興

味を持っていただいた選手や、保護者との個人面談や面接などを行う段階と

なっており、９月に入りまして既に保護者を交えた面談を行った方も数組出

ている、そういった状況でございます。ただ、議員からご指摘のあった初年

度の選手募集の難しさですが、実際に動き出してみてですね、運営主体とな
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番外伊藤ま るかわもと暮らしからの報告、情報共有、私自身もですね非常にそこは感じ

ちづくり推 ているところでございますが、近年立ち上げられたチームの状況を聞きまし

進課長 ても、議員の情報のとおりですね、１年目は合同チームで出場しているチー

ムも多く、２年から３年かけて単独でのチームというようなチームも選手募

集を行っているチームもあるということでございます。実績ですとか実態が

まだない、やっと名前のほうが決まりましたけども、またスポンサーが見え

ないといった状況の中で、高校３年生、大学４年生はですね、５月あたりか

らは、既にもう進路を具体的に決めている状況もあります。実際にですね、

こういった大会などＰＲをすると、高校２年生とか大学３年生あたりからで

すね、かわもと暮らしのほうへ問い合わせがきていると、そういった状況を

見ても、高校の生徒募集もそうなんですけど、春に行くともうほぼ２年生、

次の年みたいなところがございます。そういった状況もあります。とはいえ

どもですねこういった状況を踏まえ、４月に向けてどうやって選手募集して

いくかというところで、感触もあるものもありますし先ほどお話ししたよう

に面談を既にしているような数組出ているような状況もありますが、今後の

ところでは、チームのロゴでありますとか、協力いただける企業を具体化す

るなどして、各大会に出向き積極的にＰＲ、また個別相談、特に今後はです

ね、きめ細かい対応、これ川本のだからこそできる対応だと思いますし、前

段の一般質問の中でもですね、１人を大切にする難しさ、招致してくる難し

さの話も住宅問題の中でもございましたが、しっかりと細かく対応しながら、

選手募集に９月以降、しっかりと注力していきたいと考えております。

議 長 ７番石川議員。

７番 初年度はですね、先輩もいないということで、今課長言われるようなこと

石川議員 で非常に難しいということは認識しております。しかしですね、前に進めて

いかなきゃいけませんので、役場のほうも最大限にですね一緒になってやっ

ていただきたいというふうに思います。それじゃ次にですね、選手の仕事の

件についてですね、再確認といいますか、お聞きをしておきます。地域おこ

し協力隊として過ごす３年間の仕事ですが、具体的に今決まっているものが

あるのかないのか、これをお伺いをしておきます。聞くところによりますと

ですね、スポーツイベントの企画運営でありますとかですね、町のふるさと

納税のＰＲの仕事を考えているというようなことを聞こえてきますが、人数

１２、３人の人数で２つの仕事ということではですね、いかにも少ないとい

うふうに考えます。グループ別に分けられるんだと思うんですけども、１つ

のグループに５人６人というのもちょっともったいないなというような気も

しております。グループとして３人程度になるようにですね、やっぱり別の

仕事もやっぱり考えてもらいたいというふうに思います。せっかくのこれ人

材ですのでね、本当の意味での有効活用が必要になってくるんじゃないかと

いうふうに考えます。まだ恐らく半日程度働くことになると思うんですが、
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７番 仮に賃金が発生した場合にですね、これどこに帰属するのか、それもちょっ

石川議員 とお聞かせを聞いておきたいと思います。

議 長 番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま まず通常の業務、野球以外のところでのご質問でございました。将来的に

ちづくり推 想定していますのは、まず議員のほう承知していただいておりました、スポ

進課長 ーツイベントの企画運営、これは観光協会の事務局を担っております、かわ

もと暮らしに所属しますので、観光協会と連携しながらスポーツイベントで

交流人口を呼んでくると。とはいえども初年からですね自分自身でというこ

とにはなかなかならないと思いますので、観光協会の事務局また観光協議会

の会員、地域の皆様と一緒に、スポーツイベントの企画運営による交流人口

の呼び込み、さらにはふるさと納税のＰＲと、これはもちろんふるさと納税

のＰＲはもちろんですけども、川本町のですね魅力をＳＮＳなどを活用しな

がらＰＲしていくことです。他のクラブチームでもこういった前例もござい

ますので、参考にしながらこれは取り組みやすいものかなと思っております。

そのほか想定しておりますのは、スポーツ教室の企画運営、そういった経験

ですとか学生時代に学んだものを活かせる場としても、スポーツ教室の企画

運営、それから交流・情報、交流でありますとか情報発信拠点サロンといっ

たような、拠点の運営ができると良いなとは思っております。あくまでこれ

将来的なところ、そういったものを想定しております。ですが先ほどからお

話もありますが、選手の人数、年度ごとに増えていくということになります

が、こういった人数でありますとか、個々の選手の経験・スキルを踏まえな

がらですね、段階的にですね先ほど言ったような４つの業務についてですね、

具体化して一つずつ進めていきたいと考えているところでございます。 そ

れから次に、他の職場でですね働く場合の賃金の考え方でございますが、こ

れにつきましては、このかわもと暮らしの所属の業務としてではなくですね、

臨時的職員として一定の賃金をもらいながら働く形になることを想定してい

ます。これは派遣業の関係からいっても、やはりかわもと暮らしの仕事とし

ていくことにはなかなかなりませんし、一定のアルバイト的な形で、まずは

受け入れていただける企業さんにもいろんな契約形態があると思いますの

で、その辺は受け入れていただける企業さんとご相談をしながら決めていた

だくということを、決めさせていただくと考えております。ただですねその

場合もですね、二通り考え方あると思いますが、本当にその人手不足という

部分もあると思いますが、それ以上にやはり選手のですね将来でありますと

かセカンドキャリア、また受け入れていただく事業所さんが、将来的に本当

に雇用をしていただける、そういった職場を中心にですね、これもいきなり

来てですね、まだ川本に慣れないうちに、いきなり民間の方でそういった臨

時的職員というようなことにもならないかもしれません。川本の生活にまず

慣れる、普通の通常の業務に慣れる。さらには、しっかりと野球に取り組め
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番外伊藤ま る、そんな生活がある程度出来た段階でですね、一定の賃金をもらいながら

ちづくり推 働いていく、そういった想定を今はしているところでございます。

進課長

議 長 ７番石川議員。

７番 先ほども言いましたけど、せっかくのこれ人材でございますのでね、いろ

石川議員 んな観点から考えて進んでいってほしいというふうに思います。

それでは次に移ります。先ほどの質問でも住宅の問題出ましたが、若い女

性にとってですね特には住まい、これは非常にですね定住する場合にですね、

重要素になるんじゃないかというふうに考えますが、今現在、十何人受け入

れるということですけども、どういう住宅、住まいについてはどういう考え

方を持っておりますか。

議 長 番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま 住まいについてでございますが、議員ご指摘のとおり住まいは重要な要素

ちづくり推 選手を招致するに当たってもですね、今日は出ておりますが、女子野球との

進課長 取り組みに関わらずですね、定住人口を増やしていくという住まいは、非常

に重要な要素と考えております。この中でも、今回の取り組みに関しては、

単身用の民間住宅、それから町営住宅、こういったものを現状ある中では想

定をしております。こちらについてもですね、ちょっと想定の話が多くなる

スタートしておりませんし選手もまだ来ておりませんので想定の話が多くな

りますけども、選手のニーズを把握しながら面談の中でも聞いております。

どういったとこ、値段と民間住宅とか、まだそういった想定はありませんが

空き家とかいう話も聞いておりますので、そういった選手のニーズを把握し

ながら、こちらが斡旋すると、かわもと暮らしが紹介するというような形で

準備をしていきたいと考えております。特に民間住宅についてはですね、こ

のプロジェクトを機にですね、民間が参入していただくことも期待をして、

町内外の企業さんにも、そういった情報を提供しながら女子野球選手用だけ

ではなくてですね、不足している住宅が増えるような取り組みにつなげてい

きたいと、そのように考えております。

議 長 ７番石川議員。

７番 はい、しっかりやって欲しいというふうに考えます。それでは次に移りま

石川議員 す。練習場の確保でございますが、ご存じのように野球やっている団体とい

うとスポ少、それから中学校、それから高校の男子・女子、４団体もあるわ

けですが、それに比べて野球をする施設、場所はそんなに無いということで

ございますが、女子硬式野球クラブがどこでどういうふうな練習、時間体も

含めて、今考えておられるのか、聞いておきます。
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議 長 番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま 練習の場所です。これも当初、想定しておりますのが川本町民球場、これ

ちづくり推 がメインになると思っております。サブ的に川西のグラウンドということに

進課長 なるかと思っておりますが、町民球場につきましては、時間帯が先ほど議員

述べられた小学校から高校までの団体とは、ちょっと被らない午前中であり

ますとか、昼間の時間でありますかそういったところを想定をし、当面はで

すね川本町民球場を中心に活動していくということで考えております。町民

球場については、２０３０年の国民スポーツ大会、軟式野球会場に決まって

おりますが、先日、中央競技団体の視察がございまして、競技者の安全面、

円滑な競技運営、身障者や女性が利用しやすい環境整備の３つの視点からの

指摘もあったということでございますので、この改修にもあわせてですね、

また実際にチームの活動が始まって、練習の状況・時間帯なんかも、ちょっ

とやりながら検討しながら、練習状況を見ていきたいと、そのように今は考

えております。

議 長 ７番石川議員。

７番 いつまでも間借り状態ではなくですね、抜本的な解決策になるようなこと

石川議員 もですね、片一方でやっぱり考えていってほしいというふうに申し添えてお

きます。それでは次、移ります。特に若い女性ということを考えますとです

ね、生活上、川本で暮らす上でですね、心のケアが必要になってくるという

場面が出てこようというふうに考えます。何かあった時にですね、相談した

いとかですね、こちらから相談に乗ってあげたいというようなボランティア

の別組織も考えるべきじゃないかというふうに私は思っております。そうい

う考えがあるのか。また高校の方では、まち親制度というのをやっておりま

すけども、これと同じような考え方で何か援助してあげる、心に寄り添って

あげる、そういうことができる可能性があるのか、お聞きをしておきます。

議 長 番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま 議員からご意見をいただきました。これもですね、本当これから選手が来

ちづくり推 て、どういった状況、メンタル面も含めてですねどういった状況・ニーズが

進課長 あるかということだと思いますが、まず、まち親制度のお話をいただきまし

た。これはですね、１０年ほど前にですね島根中央高校の男子野球部が、高

校全体のスタートとして県外生募集を始めた時に、石川議員をはじめ４名の

方がですね、自らそういった役割を担っていただいたことをきっかけに、こ

の形をモデルとしながらですね、県外生の生徒が増えてきた、増やしてきた

段階、タイミングで高校の後援会が、まち親制度という形で視察に行きまし

た隠岐島前高校などをモデルとしながら、スタートを切った制度でございま
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番外伊藤ま す。最近では、この制度があるので中央高校の受験を決めたという生徒・保

ちづくり推 護者さんもおられ、たいへん議員の皆さんたくさん、まち親も担っていただ

進課長 いておりますが、島根中央高校のこれ魅力の一つにもなっている、本当安心

感のある制度になっております。また制度が、この制度ですねお付き合いい

ただいて卒業後もですね、生徒とまち親の方、また卒業した生徒さんが川本

町とつながる関係人口づくりにもつながっていると、私も認識をしておりま

す。この制度を今回のクラブの選手にもと、参考にしてはというご意見だと

思いますが、冒頭述べましたように、選手は１９歳以上の選手になりますの

で、その辺りしっかり選手のニーズを聞きたいなとまずは思っております。

ただ、保護者さんと話をしますとですね、やっぱり運転も初めてで高校卒業

してくる生徒なんかと面談をしますと、やっぱり不安な面も持ち合わせてい

る保護者さんも多くあると、何となく私面談をしている、情報交換してる中

で感じますので、選手がですね来た段階で、そういったことも考えていきた

いと思っております。組織化につきましてはですね、よくその辺は、受けて

いただく方、ボランティアということになりますので、そういった町民の皆

様の、石川議員はじめ４名の方が始められた時のように、やってやろうとい

う機運がですね高まった、その辺のタイミングも考えながらですね、またそ

の時にですね、ご相談させていただきたいなと思っております。

議 長 ７番石川議員。

７番 私はですね、今、課長慎重に言われましたけども、ボランティアを基本と

石川議員 して、そういう別組織は絶対必要であるというふうに思っておりますので、

いろんな観点からもう一度考えてほしいというふうに申し添えておきます。

それではですね、次に移ります。地域との共生については、最後に伺ってお

きます。プロとして活動しているサッカーやですね、バスケットのチームは、

地域とのつながりを非常に大切にしています。この女子野球硬式クラブもそ

のような視点が必要であろうというふうに考えますが、何か思い描いている

ものがあれば、伺っておきたいというふうに思います。というのは、やはり

川本に来てですね、例えばどっかの自治会と、三原連合自治会と関係を持つ

とかですね、そこのいろんな郷土的なことも含めて、一緒に学んでいくとか

ですね、そういう関係性を持つとか、いろんなことが考えられると思うんで

すよ。やはりその地域とどういうふうに共生をしていくのか、こういう観点

で、お考えがあれば聞いておきます。

議 長 番外伊藤まちづくり推進課長。

番外伊藤ま ご意見いただきました、地域との共生つながりということでございます。

ちづくり推 他のサッカーチームでありますとか例もいただきましたが、島根フィルティ

進課長 ーズもですね、大切にしていかなければならない柱の一つであると考えてい
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番外伊藤ま ます。川本町はもちろん、島根県、全国の同じような地方の皆様にもですね、

ちづくり推 ぜひ応援してもらえるような活動をしていくことが必要だと考えておりま

進課長 す。具体的な例も自治会との付き合いとかいただきました。まさにですね、

まずそういった小さいところからですね、当然大会もありますので、こちら

の方との兼ね合いもございますが、町内のイベントでありますとか、昨日も

自治会野球などやっておりましたけども、そういった場面、スポーツ大会で

ありますとか、地域の運動会こういったところには積極に出ていく。また、

ええなぁまつり、産業祭あたりではですね、ほんと日程次第ではございます

が、自ら出店をする、そういった場面などをつくっていければと思っており

ます。将来的には、そういった参加だけではなくてですね、島根フィルティ

ーズ自体がですね町の賑わいの場を作れるような企画ができるようになれば

と思っております。またですね、そういったつながりにつきましてはですね、

先ほど、幾つかご提案を既にいただきましたけども、自治会でありますとか、

企業さん、事業所、団体、こういったとこからのご提案も積極的に受けなが

らですね、つながりを広げていく、そんなプロジェクトにしていきたいと考

えております。

議 長 ７番石川議員。

７番 それでは最後の最後ですけども、町長にお伺いをしたいというふうに思い

石川議員 ます。聞いておきたいと思います。運営費の目途は立っているということで

ございますが、このクラブチームをですね、未来に向けて成長させていくた

めにはですね、スポンサー企業というものが、絶対に必要であるというふう

に考えます。町長もご存知だと思いますけども、山陰地方をですね拠点とし

て活動しているプロサッカーチーム、Ｊ３のガイナーレ鳥取にはですね、山

陰地方に本店を置く地方銀行がスポンサーとして、名を連ねております。ま

た松江を拠点としているバスケットボールの島根スサノオマジックにもです

ね、ゲーム機事業大手のですね企業、また日本有数の電気販売会社の山陰事

業所がですね、スポンサーとして応援をされております。これから先ですね、

町長、副町長のですね、トップセールスに期待をするわけですけども、これ

からどのような動きをしていこうと、今現在考えておられるのか、お伺いを

して、この質問を終わりたいと思います。

議 長 番外野坂町長。

番外 このチームをですね、具体化さらには価値化していくという意味におきま

野坂町長 しては、議員ご指摘のとおりですね、スポンサーの確保というのは、極めて

重要であります。実現に向けまして、まずはこのですね、７月にチーム名を

決定・公表しました段階で、ふるさと納税制度にですね女子野球でつながる

プロジェクト枠を設けております。そしてですね、企業のですね潜在的な社
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番外 会貢献意識、これを導き出すのにはですね、この税制面でそういう制度設計

野坂町長 された企業版ふるさと納税制度というのはですね、やはりとかく理解が相反

しがちなですね、いわゆる事業所とそれからですね民間のセクターですね、

民間セクターとそれ公的部門ですねかわもと暮らし、そういうところのです

ね、この制度はですね、ベクトルが極めて一致するように設計をされており

まして、しっかりこの本プロジェクトをですね、そのＰＲに活かしていきた

いと考えております。その上で、この秋から年末にかけましてはですね、い

ろんな事業所、本町にゆかりの事業所、あるいは県にですねご縁のあるそう

いう事業所、そして何よりもですねこのたびの動きでですね、関心を寄せつ

つある事業所、ここにですね一般社団法人かわもと暮らしと緊密に連携して、

積極的にアプローチをしてまいりたいと考えております。そしてですね、私

ども改めて感じてますのはですね、これまでの行政活動の中ではですね、設

定の無かったあるいは薄かった事業所、組織団体、それからですね大きな関

心やですね共感が寄せられております。関連して申し上げときますと、ちょ

っとその活動を申し上げてみますと、先週土曜日ですね、９月７日の日にで

すね、マツダスタジアムで開かれました、川本町、町をＰＲするデー、我が

町ですね魅力発信隊、これにかわもと暮らしが出展をいたしました。当日は

ですね江川漁協のですね、アユの塩焼き、そして音戯館も出てですね、しっ

かり地元産品をＰＲいただきましたし、選手募集の時にですねいたしました

ＰＲビデオですね、これバックスクリーンのですね、スクリーン上での上映

もいただくなどＰＲしたところですが、その場にですね、カープ球団松田オ

ーナーがですね、かわもと暮らしのブースに出かけていただきました。実は

去年ですね、去年の盆明けが１回目のですね、そういう場でありましたけど

もその時はですね、私もオーナーとは挨拶する程度でありましたけど、この

度はですね、具体的にですね今の川本町の取り組みですね、これをしっかり

お話しすることが出来まして、女子野球の支援に力を入れておられるカープ

球団もですね、非常にですね関心を寄せておられました。こういったですね、

新たに寄せられている関心や共感の声をですね、しっかり受け止めて、これ

らを活かしながらですねアプローチ活動を進めてまいりたいと、このように

考えております。

議 長 ７番石川議員。

７番 ありがとうございました。女子硬式野球クラブを核とした新たな人流の創

石川議員 出を推進することにより、地域活性並びに人口減少抑止を目指して、この野

球クラブ、野球クラブを育てていきたいというふうに私自身も考えておりま

す。しかしながらですね、かわもと暮らしだけにですね、丸投げという姿勢

では絶対に駄目です、これは。丸投げしてると私は言いませんけども、やは

りですね、まちづくりが中心になって、かわもと暮らしもそんなに５人も１

０人も、人材がいるわけではありませんので、その名前だけで先行しないよ
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７番 うに、かわもと暮らしというその名称だけが先行しないように、一緒になっ

石川議員 てですね、やることが非常に大切だというふうに思っておりますので、そこ

はやはり執行部も肝に銘じて、私らも応援するとこはしっかり応援しますの

で、やっていただきたいということを申し添えてこの質問を終わりたいと思

います。ありがとうございました。

議 長 以上で、「女子硬式野球クラブについて問う」の質問を終了します。

々 これをもちまして、石川議員の一般質問を終了します。

々 ここで暫時休憩いたします。午後は１時１５分から再開します。

（午後０時２９分）

々 それから、会議中気づいたことなんですが、「川本町」の「まち」にこだ
かわもとまち

わってだと思うんですが、本町ということを言われますが、先ほど町長言い
ほんまち

ましたように、我が町だったら我が町でいいんですが、本町ではなくて本 町
ほんまち ほんちよう

の方が私は自然だと思います。町を使いたいなら、単なる町にしてください。
まち まち

日本語的にちょっとおかしいと思います。以上。


